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鎌倉の仏教寺院と人々の暮らしに新しい視座
初の共催企画『世界遺産シンポジウム』開催
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　2006 年 10月 28日（土）、建長寺・応供堂で＜武
家の古都 鎌倉・連続シンポジウム＞が開催されまし
た。同シンポジウムは「鎌倉の世界遺産登録をめざ
す市民の会」との共催企画で、登録推進協議会とし
ては初の事業です。「鎌倉における仏教寺院～人々の
暮らしと鎌倉仏教～」をテーマに、基調講演とパネル
ディスカッションが行われ、活発な論議が展開されま
した。
　基調講演は、建長寺派宗務総長・高井正俊さんが
「仏教寺院の今と昔」（次ページに要旨を掲載）と題
し、建長寺をはじめとする中世鎌倉の仏教の成立に
ついて4つの視点から説明されました。そのうえで、
「現代鎌倉の仏教寺院と人々のつながりは、法事や
拝観になってしまったが、拝観から参加へと進み、
皆さんには寺院に来て、宗教的体験をしていただき
たい。寺院側も門戸を開く努力をしている。」と、鎌
倉の寺院の今後を展望されました。
　第 2部では「現代鎌倉における仏教寺院と活動」
と題してパネルディスカッションが行われました。
パネリストに高井さん、服部全志さん（鎌倉青年
会議所理事長　青蓮寺副住職）　玉林美男さん
（鎌倉市世界遺産登録推進担当）を迎え、登録
推進協議会理事の福澤健次さんの進行で進め
られました。
　まず、服部全志さんが若い世代の活動を紹
介しました。服部さんは手広・青蓮寺（鎖大師）
副住職で、寺内にある宝積院の住職も務めて
います。同時に青年会議所の皆さんと『鎌倉
てらこや』という活動を行っています。『鎌倉

てらこや』は、子供たちが不登校にならないよ
うにすることなどが目的で、鎌倉にある各宗派
の寺院並びにキリスト教のカトリック教会も参
加しているユニークな活動です。学生や大人
のフォローを受けて、寺院等の行事に子供た
ちが参加することにより、豊かな心を養えるこ
とがうかがえました。
　また、玉林さんは日ごろの経験から、現代におけ
る文化財保護の在り方について、ただ保護しておく
のではなく、現代の知恵を出し合って、保全や補修
を行うことなどを提言しました。
　高井さんは「建長寺の理想は、建築的には創建
当時に戻すこと」と前置きして、そのためには寺院
だけでなく、市民の理解や行政の力など大きな助け
がいることを訴えました。
　最後に、一般の人々が古来から参加している
寺院の行事についてのそれぞれの寺院を中心に
した興味深いお話のあと、今の社会と仏教寺院
がどう付き合っていくかが話し合われました。服
部さんは伝統を継承しなければならない立場か
ら、青蓮寺再建により次々に判ってくる寺院経営
の難しさを語りつつ、ボランティアで市民と関わ
っていく大切さを述べました。高井さんはこれ
を受けて、寺院もキリスト教会も問わず鎌倉の
宗教界が集まって相談し、皆が参加できる事業、
心を育てる事業などを市民と協働で創りだして
いくことを提案。超宗派の未来を語るユニーク
な結論が導かれる中、新しい視座を試みたシン
ポジウムは、賑やかに幕を閉じました。




